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HITACHI 

Inspire the IMext: 


曰立加湿器 

《□-夕 u —• j レ r ブ u ット式(加熱気化式)》 


(保証害巧） 


巧虹■はこめ巧の曲巧, 
の*交巧についていまず 


取扱説明書 

SVF-H55D お 该ぉ用 I 



このたびは曰立加湿器をお寅い上げいただを、まことにおりがとラ 
ございました。 

♦この r 驭级説明 » j をよくお読みになり、正しくご淀巧くださし、。 
馨お読みになつたあとは大切に保なしてください。 













□-夕 ij —/ レ r ブ ij ットす加湿器について 

この商搔は、巧化フイルターに虽ぞ当て加湿を巧ラ「気化す J と、面をヒーターで加紐し、温風に 
して気化を巧かずる r 帥巧す J を組み含ねせた A イブ U ッド式でず。 

巧お巧始時は湿苗を茄ヒフイルターにちてずぼやく加湿し、泣定湿度になるとヒーター巧 OFR こして、 
ま盈の坦によって省 g 力で加湿し、泣起远巧巧がちまず。 



Ai ピ ifclilCT お Will およ部!!!で> 


* が巧巧巧をせた巧化フィルターに巧を当てて、港った風を化してが!巧していまず。巧 
なや爾などは哀えません。 

•水が新ヒずるとをは空知がらな巧11いまずので置 B よ D がし径い盈面の岛が化まず， 

- 雨の曰など巧巧の巧いとさは、な 3* あがなびなが吃びないのと同じ原理で巧化フィル 
夕一に K 迅した水び教化しにくくな 0- 加渴■がかなくなりまず。 



細巧 g 后中は巧化フィルターをま K になでて水誦か己ホをのい上げ3透させ，風を当で 
加通します。を6に* 口ータリーちすでは、な化フィルターをとをどを回巧させて知牵 
のよい加巧を巧いまず。 

•卵湿 SK を巧蜡すると巧化フィルターが回ちして垂11位■で止ま0、ぶ巧をしまず， 
そのを約日分に 1 回、巧化フィルターを巧 180 ‘ 控后立せて巧化フィルターめ上下を 
逆にして巧ちを巧けまず。この □ー タリーちなによ日、お化フィルターをまんべんな 
く水で涵 5 ずので、な巧のぶい加适がけ牙東ず。 

• gE を巧!止ずると、巧化フイルターを水平にして水につか百なし1よラにしまず。 



巧巧の中や巧流のそばで巧じる滴々しい巧分は空巧中にたごぶ0るまのるマイナスイオ 
ンのおかげといむれていまず • この商品はマイナスイオン巧をおを德巧し、视迅しなが 
己マイナスイオンを巧をさせることがでをまず*また、加;ちをしなし\ r タイナスイオン j 
单巧度 E をで巧まず。 
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ご使用の巧に 


•致をのためがず技巧 D < ださし、 ....* …. 4 
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〇踰 t 悟化 ... .. . 13 

〇切タイマー "…" …"•…" 一 •…"•…•…"13 

0 設定湿度を変无るとさ……" • ……‘……‘ . 14 

Of マイすスイすン J 運巧-… . …… * ………15 


ち < お使いいただくために 


♦おモ乂れのしかた . …，…-……""……，……一"*ぃ‘，“",….… • 16 

•巧营 ... . .. .. 20 
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ま全のため必ずお守り < ださい 


1の商息は一が巧垣用です。菜巧用に性お度いになちなし1でぐださい。 


給表をについて 

このあの餘巧醫おぶび曲置への巧をでは、巧扉 
を巧まに正しくお街 U ん巧ゴ£を、巧なたや fa の人ク 
へのを S やお厘への巧巧巧おおにあ止するため 
にいろし\ろなお巧示をしでレまず， 

そめま巧と g 巧は巧のよ5になっていまず， 

巧留をよ<哩巧してか6本义をお巧み<ださい， 


成警告 

I このおををお規して巧った取0巧いをす 
ると.人び巧亡または a 涵を诗5巧賠桂 
が想をされる巧をををしています， 

A ミち意 

^このを巧を無巧して爲コた巧〇のい巧ず 
ると.人び權宿を角ラ巧おなび想をさの 
i る巧容およびみ巧摧宙のみのを生が巧至 
される巧每巧をレています. 


f AI 

改 をは 巧 巧に しない。 /<^ 

サー ビス マンな がの人は* 5^巧した0が 
巧しなし1。 分 i が 化 

画*巧，’けが (DW 励 

« 理はお K い上げの巧を巧または S なホ電虽のお寒巧ご祖 
故届口にご巧な K だをい， 

塵 化 

写口 

坦爾コードを«つけたり.渡損した0、 

引つ窠つたり、巧ねたり、加工したり、 

巧理 になげ た日、 ねじったり、■いちの 
をのなたな、はさみ込んだ D しない。 

(■* コードぴ货拍しおが- JSW の巧 @) 

巧流1 0 OVJU パでは巧巧しない。 / < r \ 

(火が 巧曜の巧 扱] \_y 

巧妃にマグネットブラブをなめごせない。 
<お|やけびの屏頂） V V 

堯设ブラグやマグネジトブ弓グ，ブラグ 
浸けのほこ0などはを巧的にとる。 

(巧 ■- ショート-巧がな百巧因) 

を巧 15 A 似上のコンセントを巧巧で巧ラ。^^ 1 
f 化のを貞と關ずをとががンセント S び'^ 

送这ブラグ、マグネ•ットブラグは拓元ま 
で 版に 差し込む。 
mm . を巧してを乂の巧团） 

g 巧3—ドや差这プラグが麵んだれコンセン 
卜の差し込みびゆるいときは巧用しない 。 Vjy 
(巧霉シ 3—卜、を火の 巧 田） 

おを入れの巧は0巧睫込プラグをコンせン A 

卜か5巧を、マグネットブラブを巧ぐ。^ 
また、满れたをで巧さ是ししない。 フ1 ブを 

【巧■やけげの巧園） 

空気吸&口やの化〇などのずを間やマイ j < r \ 
ナスイオン巧を器にビンやかをなどのを kJV 
巧お窜、異巧を又むない。 

(巧 « や巧な か 作してけがの巧因） 

マグネットブラグ（巧ちす）の先班にビン 
等、金属片やごみを巧着せせない。 〇/ ： 

(巧 R ，シ 3— h をか OR 廣） 

水につけたり、水をかけたり、本が巧に 
直接を水したりしない。 \!^ 

(本な 的漸こホが « 又 しが*'シヨー ト •お A : の禍） 化 t 

本が巧部のおを入れにち巧を、巧なタイ 
ブなどのミかず巧は巧用しない。 

(な巧巧が按日 > ち《ガスびをまして巧ぶををずるをの） 

水權や水タンク•フタなどをはずしたまま 
a おしない。 

插•やけびの脚 

水權巧の水をがザず るとまは、 本巧 か S 
面を排水だず、水タンクを 巧 0 出してか 

5水«幻まずし、気化フィルターをはず 
して水權を祝す排水ずる。 

/ 本巧巧班に水が回〇运んで* 

^ 思爾，ショート，堯乂⑩巧因 J 

本が 巧が けたり、邸したり*本術こ巧0 / < r \ 
かかったり、 上に 巧ったりしない。 

巧巧の近< や，すを定な場巧で馆用しない。 

(シヨ ー ト， mm . 魚が功员 因） 

西したと巧は、さをブラグを街いて<だでしん 
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絵表示①咧 

A 

この拓ちはを息(をを’ * ちをさむ） 
を挺ず巧得が巧ることを巧げるをの 
でず，図の中や巧巧に貝が的な;主* 
巧泻がおかのていまず， 


0 

このおちは敎止の巧為であることを 
巧げるをのです，のの中やお巧に貝 
巧的な祭止巧夏が描かれでいます， 


〇 

この拓ちは巧為を留喊した〇拍示ず 
る巧袋を巧げるちのでず，画の中や 
近巧に貝がのな指示巧容び搞かれて 
レまず。 


， A ミ 

差込プラグを巧くときは、 巧 源コード巧 
持たずにおず巧端の差这ブラグを持って 
引さ巧 <。 

{«> たシヨートして発乂のホ茵） 

王思 

巧用しないとをは差込プラグをコンセン イ> 
卜か 5 巧く。 ^ 

び > やけど*お化による、 ご, 

V mm ^«« - 銭の 删 / * が 

谭用やや S 拓巧比厦後は、 お 手入れなど 
本が巧部に M れない。 V 3^ 

/ヒーター巧苗の 巧巧 曲 やつタンに«れた0\ 

\してやけどやけがめ 巧 因 ) 

「化水」ランブ点口中をフアンび回反することがあ 

0 ます， 

吸:出□や里荒の & □を 1| 

ふごがない。 r 

(离 B や stw の 巧 固） 


巧 g ごせない。 /0\ 

{巧 電やの W の昭因） \_y 

巧 思のおそれのをるとさは* 

水タンクとボ« 巧 巧の水を倍でてくださしん 

水«れしたとをは巧用しない。 

(巧 《の原因） 

水 g 巧しているとをは.さをプラグをなさ、なず 
巧逆を巧巧してください* 

水び入つたが旅では、本は巧持ち 巧 ばな 

(が■打*けがの節因） 

•水タンクに水び入ったをず持ち«巧と .水犧内 
め水がが上 巧し S お 脚こ水がおふのおる 巧 西と 
な 0 ます* 

* 悼ち j ® ぶと巧は、水タンクや水11の本を巧を， 

ボタンクと朱!■をなジトしたは及で行ってくだ 
ごい. 

1 

i 

水タンクは 拾 水中に阐したり苗としたり 
しない。 

<をとすと、 m \ タンクの巧形，植巧の原泣） 

モでしつか 0 巧ごえなびろ た ホ:ずる* 

氷タンクの水は毎 S 新しい水道水と入れ 
巧え、新ヒフィルタ-と本な巧部は 常に 
巧 弗をおつよラ.「お手んれのしかた J に 
したびい定期的にお手入れずる 4 , 

押 巧せホに か 巧を 巧け ると，巧のや乐あかによ日. 

カビや！ t ® びな SB し、憑 》 がする W をが巧 0 ホず. 

ま ru こが«によっては B おに反巧し， 《B (に良く 
ないことがお D ずず • この«合はを的に招路して 
<ださい- 

おず水道水(が用 ） 巧硬う。 

/船の恋巧 紳* 劇 •， たビや进皮の 巧 

V 壁にぶる ER の原因 / 

お g (40 で化±)や穿水巧のも乃レカ U ^ 

イすン水、ミネラルウォータ ー* 许戸水 
などは徒わないで < ださい* 
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置を場所について 
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知っでおいていただをたいこと 

■この商話は巧化茹こよる加風なすのため、部垣の湿度が這いほど、また為度びほいほど加迅 n びか 
な<な0まず。 

また、力日湿中でち巧気や巧は見えませんび、水タンクの水拉が巧つていれば、力日湿しでいます。 

•湿度センサーはフアンで部屋の空気をのい这むことにより、湿度を検巧しまず。このためフアンの 
碎止中は湿度の檢巧!は巧なわれず、おを湿資の表巧は裝わりません。 

■湿度センサーは货房ち流があたったり、画时日光で旧め6れた〇ずると、重巧の湿度と異なるコン 
トロールをします。なお、同じが屋でち巧巧や高さにより湿度び異な D 、 化の湿度計と差び出るこ 
とちち0ます。 

現を湿巧の表をは自巧としてお巧いくだごい。 

•設定さむた湿度を保つため、現在湿度の表示び巧をされた湿度になつてを加;面をおけているとをび 
お D まず。 

•巧房中の快适な湿度は50%前後といわれでいまずが、控 S や窝巧乾みによるおお S を瓶止するた 
めに巧のよ弓な点を白巧にしてぐださし、 

0 湿をびなすぎるとさ 

ぶ 泣:校的寒い化脚の押入れなどに a がついた0、湿っ f が哺じびずる。 

③おや涅に K びた<さんつを.流れ出している。 

扇おせの廣い部屋などでは50破前後の湿度でを溫巧のほいあなどに培巧する場合があ D まず。 
。湿度びほいとさ 

の<ちびるやのどびをき、ひ&がかごかさする。 

②家具などのすさ瞄び大をくな0、建具びそる。 

♦本が巧持ち a ぶとさに f カラカラ J と巧擲スイッチのポールびころびる育びずることびありますび 
巧巧ではあ D ません。 

•加湿の巧をを上げるため S おホは巧5分に1回気化 フイ ルターを回おし上下を反転させていまず。 
このときに r カチッ J といラスイッチの動作音や 巧 化フイルターびこすれる音がすることびありま 
ずび、巧常ではあ0まだん。 

# f マイナスイオン J 3お時にマイナスイオンが發ちずるとをの r ジー J とい ラ 音びすることがお0ま 
すび S 巧ではお扫まだん。 


_ _ お願い 

♦湿おの裔い（70%な上）ところでは r 强 J で運おしないでください。 

通巧げ冉いとをには.巧！!や巧を巧らしたりめ6ずことびお〇まず- 

■お子樣やお巧な0にはミモ意してください。 

おザ巧やお年巧 0* こ病人0おらのをご巧技では.池菊のしずざや.本许の巧 D 巧いなどにごいでな II しでおげてく 
だでい r 

•巧巧を止めたとをは r 強 J で運おしないでぐだをい。 

圾巧を止めた凿 S で瘦巧すると.壁 I 巧其に水巧がつ< ことがあ0まず，おやずかのとをなどは.時にを g して< だ 
さし、， 
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各部のなまえ 


水タンク—— 

巧致にあ0まず。 

水位窓—— 



の出 □ 

W 通中でを巧気や R はみ 
えません。 


フアン 
巧おにお0ます 4 

フイルターカパー 

エアフイルター 
巧巧に巧0まず。 

空気販込口 
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C おおむ。 


マイナスイオン— 
発生お 

巧巧にお0まず。 

マイナスイオンは見えま 
せん。 


空気吸込口 


水插 

水權は水タンクを巧0化 
をないと引を巧せません。 


プラグ受け 


空源コード 


差么フラグ 



g 5 i ; 「抓捕 



ゾ LI — 卜【ザ巧知じンサ ー) 


気化フィルター 


(猫巧部品） 

回あしまずので友ちゆがを水樣の 
a に確実に巧入し、程く巧して回 
反することを湿誘してくだホい。 


テ ー フ窜で固定した0,取りはずした0しないで<ださい。 


気化フィルターは水權内で 
自助のに回あします 


• 3 おを閒姑すると、気化フィ J レ 
ターび回おしてを田な■で止ま0， 
挪なをしまず。 

• S おやは巧化つ ィルターが 巧 5 
おに 1 回 180 反転し、を巧を水 
にホして*加巧估能を巧めます。 
• 運お停止時には巧化フィルター 
び回おし、水平抱■で止まウまず P 
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各部のなまえ 一つ づき一 
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ご使用前の準備 


給水ずる 



のフタをはずしで水タンクを巧0出し、キザッフをな 
ずしでをれいな巧恩の氷 ai 水を；て < ださい。 

な)キヤジブを巧実に巧め，こぼれた水を&きと0、水 
310がなし1ことを巧巧して < だをし、 


氷德•水タンクをセットずる 



ぶ水！■は at 化つィルターの軸が水》の巧に巧入さむ、 

巧化フィルターを程<がして留杞することを巧おし 
てくだをい。 

が水«巧本化にセッ h ずるとをは、巧化フィルターを 
水平にしたげおで氷棚の巧 w を涵手で巧さえあ巧の 
巧までかかに巧入して<ださい • 

ぁな«にホ《を着おずると氷がこぼれ、巧を巧ず 
巧のがお0まず。 

巧実にセットさのでいないと a 后切/入キーを巧し 
でち r 抬水 J ランプがななして遅おを M 短しません。 
(を水タンクを本巧巧になかに入れ、氷タンクの A ンド 
ルををろに倒し、フタをセットしてくだをい。 



体け抓む 
本巧^を 
をり U し 
グ取流差 
ラに交に 
プけを卜 
卜受グン 
ツグラセ 
ネラプン 
グプ込 n 
マの差の 

3 



11 






































































夕 1 ) がた 


「自動」運お/ raj 運転/ r 弱 J 運転 



ミ悄動細 


あ6かじめ投定した话なを目をとして.一をのぶなとなるよラに、ヒーターとフアンを白®的にコント D — 
J レしてぶ歷屋をしなが5»拓します。巧な力帝いとをは:7アシがとま0ます。 


巧ちお®は.はじめでお按いになるとをや.—■およびま込プラグやマグネットプラグのなさ*し巧した堀をは50%にな 
ををれていまず， 


も 巧が遅振 / r 弱 J 運乾 


rau …フアンを»白おしヒーターを ON にして、迅度に化巧な く、 穿麻忍■で遍巧運おしまず a 
raj …フアンをお回おし、ヒーター巧〇件にして、证®に助採なく •巧如如で運成！おしまず* 
•かにぶ3したいときなどに巧います。 


• r 巧 jsisr 商 J 道おは苗巧のコント D — ル巧しなし、で宙おしまず ■ 巧巧め上びりずぎにまなして下をし、, 


運乾と停止 


1 ( g ) キーを巧ず 



r ビッ J と肖がレて旧な」ランブと r マイナスイオン J ランプ 
が点巧し泌巧運おを脚培します. 

• スタート没の15砂につと况巧巧巧の目巧を巧示します* 


水がないとをやみ!■がセットされでいなし\と r 佐水 J ラ 
ンフがな打しホず • 


A お巧み! 


おがみに巧じで 

キーを巧ず 

mm 


薪 
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»止するとさは… 

@キーをもラ~度巧す 


「ビジ J とちがして g おランブぴ切0巧む D 、 お好みめ阪定ぴ 
でさまず， r 良動 J r^j r 面 J の3つの3巧モードか5巧びま 

す ■ 

• はじめでお巧いになるとをか伴電およびち这プラグや 
マブネットブラグの巧を受しをした！■さは r 自 ®j と r マ 
イナスイオン J が！!細こ找をされまず*それなかのと5 
は前回に投定した»ちモードになります* 

「マイすスイオン J は w 除すると、巧霸 e 時には巧ちさ 
れまだん。 


ずべてのランブび鸦打し、加面遅おを巧止します I 



-# 運転 中に© を巧して 
• 希望の時間に設定ずる 

爲•鸣） 

\fly 2mm 佩 ■ 

む 5^, 比ッ 

た < 1 貪 


のタイマー'キー巧巧ずごとに r ビジ J と芭がして sf ホび巧日 
巧む口ます。 

-垃ちした巧聞をに a お巧 W 止し、ランプもすベて消打し 
まず ■ 

•切タイマーランプ!ん通巧び ff 止しで消巧でるまで、時 
M のなちに的巧なぐ t 段をレにお苗が点なを巧けまず* 
•水タンクの水■を度度してくださ L 、 水■ががないと夕 
イマーび切むる前に水びなくなり* r 抬水 J ランプがお订 
します！ 

■ g 巧 ff 比あを込ブラブやマグネットブラグを巧かなけれ 
ば、ちほを時には前回の時巧が g のに歧定ご〇まず， 
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又使し、か契^ -つづを- 

、、 ^ 



辕 


@キーを 3秒な上 
巧し続ける 

ビビ►ッ 嫂^ 

mm 


百 B 


muLt 

巧し«ける 


r ビピジ J と晋がして、巧 K 巧をランプがななし、巧なの 
投巧巧 a を巧をします • 


2 


湿度表示ランプが点滅中に 
キーを 巧ず 



C ^ j > 


r ビツ J ときがレて段を或巧び巧わります，おがみの迅巧に 
ちわだまず， 


3 「ピピッ J と音がずるまで 
待つ 



防居 ilR はな K 巧を巧曲まな幻 


通な巧拾ちしてか6巧3役む上そのままにしておくと巧宙 
r ビビッ J と育がして触が巧ちします • 段を巧なのをを(な 
滅)がおえて巧を巧なのを示(巧灯）に民0ます ■ 


水びなくなったときは 


水タンクの水位び水位窓で进に近づいたも水タンクに水を巧給してください。 

•水タンクの水がなくなると、「培水 J ランプび点なして自動的に加湿び止ま0まず。 

• r 給か J ランフ点口中に、接水した水タンクを七ットずれぼ自曲的に加湿を巧巧しまず。 

• r をが J ランプ点む後、巧3日がファンび回おします。 

そのを r 給水 J 弓ンフが消なし、ファンび止まって还巧を晤止しまず 9 
な水を、再度 a おすると巧は.»ぉ切/入キー巧巧しでください。 

♦水植巧の水もこのとき巧ててくだをい。水框巧の水は、水お水中の不純物やをお中のほこり、気化フイ 
ルターの巧苗剤などが3■巧されていまずゆでこまめにおててください。 

し t のな菌にな0まず •） 


• な!坦のみの■巧中にマイすスイオン切/ん年一巧を弓一 
»神ずと、 r 班巧+マイナスイオン J 画ちに巧0ます， 

• r マイチスイオン J は*除すると巧止化，巧巧お巧には 
授巧さ n まだん。 


r マイナスイオン J 運乾 


加湿しなびらマイナスイオンを馬をずる r な]巧+マイナ 
スイオン j 遅おと、猫巧せすにを里し、マイナスイオン 
を発をする r マイナスイオン j か巧 S 后がでをます， 


け日湿+マイナスイオン運拉】 

• 巧ゆてお®いになるとさや、 ff ■おぶびぎ込プラグやマグ 
ネジトプラグの巧き It し巧した«封も適お切/入キーを 
巧ずと B 巧は [7 イナスイオン J 3ンブがななして r 施迈+ 
マイすスイオン jilE び阪定され丟す， 






ブ 


r マイナスイオン J 巧«巧ずるとをは… 

運乾中にキーを巧す 


r ビッ J と B が1>て r マイナスイオン』ラジフが消巧し、が 
巧のみの SR にな0まず，こめとさが巧遲あの■危モード 
< rei&j f 強 J r 赏"や切タイマーはそのまま泣なしまず • 


!マイナスイオン単巧運転] 


1 運嚴停止中に @ キーを 


巧ず 


t 


マイナスイむ 


r 尉り 


r ピツ J と窝がして r マイすスイオジ J ランプのみが巧打し、 
班ぶはせずに r マイナスイオン J ぶお巧おを斤いまず. 

•現な巧な巧示はしません， 

•水がない巧のでち r マイナスイオン J ■おを巧し1ます， 
水タンクに水を入れるな巧はあ日まだん.をた， [6 ホ J 
ランプは巧なしません， 

• SK 化フイ ルター と 水看は をツトしてくだをし、。 巧 巧にセツ 
卜されで いないと r 自 Bj ミンブ fit 点 g し， g 巧し S せん。 
このとをは 憂拓 切/入 キーを巧して f 自 HU ランプを巧 
し水!■を セッ ト しなおしてくだをレ、 

•续歲存の试巧はで巧ません* 

* 巧タイマーはがぶ蓮ちとち!巧に役なできまず • 

** あ切/入キーぞ巧ずと f 规巧+マイナスイオン」 g 后 
に切り巧ね0ます， 


2 


ff 止ずるとさは… 


( g ) キーをち5—度巧ず 


f マイすスイオン J ランブがおのし. g 巧巧巧止しまず* 
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れのしかた 


本ホのを巧の这口巧巧、水回0は巧 n 
やすし\ため、し Y ごちされし\に»巧してお 
てください。 


八ミ主意 


•ベンジン*シンナーなどではふかない。（巧 g やをおの巧励 


■水植を吸り化した後、本は巧葫の金®部におれない。 （けが|放》の原因） 

•かず運括を让め、差込ブラグをコンセントか5巧いて、本が巧部び;^えるのを待ってか 
5 {的 1 Q か泣）おを入れ巧巧う。 （やけどけがの原因） 


S 

〇 


•ft 净モ弓さん巧ご巧用⑩原は、そのをな塞にしたがつで復用ずる。 逸を*キスの原因) 
• »雨吿は、がず吾が品をち巧りにをジトずる。 （やけど，けが-巧》の原因） 
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しフ□—卜 


L 0 本体 


〇本巧•フタの清巧 巧に i 固 mj ：) 


水ををませたホ6かい巧で巧れをふをおつで<ださい。 


0水タンク巧の清 ffl ( a に1固 m ：) 


ホタンク巧に水をの百 U まど入れ，キヤツブを巧めて水タンク 
をよく板〇1巧水レてくだなレんにれそ S 〜3励！りおしまず，） 


膨 


@エアフイルターの清掃 Gi に1回化 


本が巧面におるフィルターわ K - 巧はずし、掃な《などで. 
エアフィルターのほこ0ホ巧りないて<ださい， 

•汚れがひどくな0まずと星の化かたぴ敎くなった日，皮レ 
い面巧ち没]をしな<な0までので，孕めに测 Ji して<だをい, 
■フィルターカ/で一の巧なるぞうをん巧でぶ1いでくだを U ， 

• 巧»餐はおず本化に取0巧けてくだ巧しレ 



フイルターカバー、エアフィルターのはずしかた，取りがけかた 


◎はずしかた 

•つィルターカバーのツタがを巧して、ちがのち向に 
則を、巧日巧ず， 



な 巧！：)巧けかた 

•フィルターカバーにエアフィルターを吸0巧け，① 
の巧印の方巧に‘ツメ班をを这み雷のを巧の方向には 
め这む。 

巧ジゾ部やを巧昭込 a などに無理なたを胡えないでく 
ださし、 

時にはずしたげ態でツタ巧ををく巧さなしIでくだを 
い。（巧巧の Ji 因） 



ツメ巧のを巧が本巧の巧 
にんるよラにをし泣む エアフイルター 


ピンにましをん 
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お手入れのしかた 一つ づき 一 


€)0 気化フイルターと水槽の清掃 （巧に2回 1 U ±) 


' お願い 1 

• 気化フィルターは分巧しない。 

•気化フィルターや水括は確実にセツトずる。 

(パラバラにな 0. 巧使用でをまだん。） 

(巧0巧けび歷芙でないと 巧 巧しまだん •） 

• 指定 W が①統剤は使わない。 

(巧化フィルターび度んだ0、巧れびちちにくいこ 
とびお0まず.） 

ノ 


(りフタと水タンクを本がか5はずず。 

(2) 水權を本化か5引き出し、巧化フィルターを上方に持ち上 I 观りはずず。 

(3) 水權巧の水を指て、巧ブラシ等でフ□ー ト周辺やほ部の水あか、巧れを巧とし、水满いずる。 

(4) 巧化フイルターを統巧ずる。（巧巧のよいところでおこなつてくださし、。） 

ぶ洗剤を入れた水またはめるま巧に巧化フイルターを巧をつけて巧30お勘■ずる。 

こずったりちみ洗いをずると巧化フイルターを用めまず。 


洗がはつけおきタイブの班アルカリ性 r 花王ワイドマジックリン J 巧巧用し、水 1 L おたり9 g の巧ちで入れる。 


② 新しい水に入れ巧え、巧化フィルターをゆずりなびらずずぎ統いを2〜3回»り返ず。 

③ *ぶつた友とに巧化フィルターをおくおつて水ををる。 



水あか（白や系をの固まり）び落ちにくいときはクエン酸をご使用ください。 


①約40での巧2しにクエンがを巧40居巧かし、巧化フィルターまがをつけての1時間脚■ずる。（活巧が窗い 
と就ヒフィルターが化んで巧巧ずる原因となりまず。） 

敬がしい水に入れ換え気化フィルターをゆずりなびらずずぞ統いを2〜3回》りおず。（クエンがのぶ分が巧 
ると、巧いやが巧の原因にな0まず。） 

つたあと巧化フィルターをおくふつて水をきる。 

クエンがは曰なジャーポット洗浄用クエンが、または巧盾で巧おされているものをご使用ください。 


ジャーポット洗巧用クエン敌（型す JP - G 24 A 》 巧か J 质価裕57目円(税巧5己0円） （40 gx 4 包入 0) 

(価箱は2004^9月現在) 
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(5) 気化フイルター巧水«に取りがける。 

巧化フイルターを水平にして、おを水檐 
の巧に巧実に揮入しまず。気化フィルター 
を巧く巧して回后ずることを巧巧して < 
ださい。 




城を水«の巧にをわせて 
挿入ずる。 


気化フイルターを水平にずる。 
入りづらい時はかし回おさせる。 


け）水植を本体に取0がける。 

気化フィルターを水平にして、水 ffl を本化の奧までが入してください。巧り 
付けび巧巧でないと、 r お水 J ランフび点巧したり、気化フィルターが回おし 
なかつたりして、巧おしません。（水»が巧まで入りづらいとをは気化フィ 
ルターを手で少し回して角巧を巧えて揮入しなおしてください。） 


(7) かタンクとフタを取り付ける。 



巧し込む。 


気化フイルターの交換 リシ-スンに 



• 気化フイルターはミ肖巧品でず • 1シースン（巧6ヶ月）を目安に交巧してください。 


巧巧用気化フイルター(盟式 SV - H 8) 巧巧ル巧恤巧 2. 100円(おな2.000円） 

(価巧は2004^9巧規在) 


• おを入れしても次のような巧合は1シースン（巧6ヶ月） W 巧でも巧巧してください C 
におい、巧を、（黒、茶を）、巧れがひどい。水あかが厚く固まり、とれない。 

• をいフイルターは燃えないゴミとして巧巧してください。 



気化フィルター 
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r お手入 n のしかた j にしたがいお手入打•滴押をしたあと、本体巧部の水巧をよく边き巧 D 、 路モしして十分に吃 
g させてか5、取の我巧■ととをにお H い上げ時の泣などに巧めて，巧気のかないところに巧巧してください。特 
にな化フィルターは、かびめ発ちを防ぐため十がに洽干ししでくだをし、 



仕な 


m 巧 

SV 卜 H 550 

を 巧 

sm 1 00 V — 1 54W (扫扫 一 良 0 H 2 巧用） 

» 乂ぶ亞 ■ 

の 500 Ma 0 mL / h ほ 0/60 Hz ) 谨进20で、巧肪〇晰水巧如で） 

苗用巧面巧 


巧 S 吕〇じ 破 册％&^ 

亞 a ので ‘Sfi 日 0%^ 

木を巧室 

14W(B.5|) 

lorrfc emy 

プレ A ブ洋室 

23rd ( 14 K ) 

16 ni り 〇暨） 

タンク留 ■ 

秘。 L 

す 巧 

晒 

1 4.5cm 

巧 を 

35 旨 cm 

巧 行 

3 巨 ‘5cm 

« 飄 （曲 1) 

巧 3,7 ke (3 水時お 7.7 な） 

巧巧コード 

的 L 4 m 


削璋かな？とおった S 


巧のようなが坎のとき、異巧でなしにとびあります。下表ををちにしてをう一度確訟してください。 


を が 

点なずるところ 

猫屋 のしかた 

巧なや!■び化ない、 

巧えなし、 

— 

圧*でず.な化フィルターに■を当てで、*コた 
&で M 田しますめで.巧なや«はちまません. 

マイナスイオンび出なし、， 
A えなし、 

[マイ:^スイザン]ランプはな11していまずか 

[マイナスイオン J ランブが巧なしでいるとさは、 
マイナスイオンび拓をしていまず，マイホスイオン 
は a に見未まなん。 

g ちしなし1 

&这プラグやマヴ式ットフラグがはずれてい 
朱せんか 

マグネットプラグをプラグ®けにの 0 巧け. II 这 
ブラグ巧コンセントに g し边む ■ 

孤おしなし、を里しない 

r み组 J ランプが巧なしていませんか 

mmi a 巧のとを巧 a なが i とを■巧 > 止する 
ことびお 0 ます ■ な 5 に扣3び お n なと巧は技を 
を 民 〇%まには rau»E に切。巧克て < だ 立い， 

r 給未」ランプがななしてい*せんか 

治水をする. 

r マイナスイオン」単を S 6 定巧をしていを 
せんか 

(^) キーを巧しての忍* e にずる* 

* [化ブイルターがボ«に正しくセットをれで 
いますか 

巧化フイ ルターをせツトでる * fmi # 席） 

な風■びかなレ> 

r 巧 J * なや fmm a おを依なしていません 
か 

r 度 J 蓮 E や SR のいと巧の [ mmi ■巧では巧 
■■びかなぐな0ホす■巧 Lf ■おに切0巧えると 
る U びを<な〇ぞザ. 

な化:?イ沁夕一やエアフイルターにほこ0や 
j ミがホく巧*しでいま廿んか 

r お手入れのしかた J にしたがい n なでる* 

巧水してち r たホ J ランプ 
ぴ巧打しない 

が i び车斯こ«|1にセットを〇ていまずか 

水塞を本巧に nil になットずる，な!巧邏 C めとさ 
に水面びホ化に mi にセットをれでいないと . r お 
ホ J ランプが巧打しホず， 

フロート1こ本ちかやなおびが ■ しでし V ませんか 

フ □ 卜やその巧 D 巧巧なずる- 

においびでる 

水が巧<巧コていた CK 历化フイルターやエ 
アフイルター、水«巧なび巧のていませんか 
水3水ながをを巧していませんか 

ホ權やホタンクに»クてレる水を巧て*「おを入れ 
のしかに J にしたがし胃ずる • <戸1 B 巧が） 

巧 U ラ；/ 7 侃! a レてがレない 

候を呵 

本ががに ft いているか，お面していまだ 
んか 

本巧を拓こして^!|^)キー巧巧してランブを酒なし、 
巧巧キー巧巧して < ださし'* 

巧"ラ:^燃 HE しない 

I 空 》 iil’ 

[マイナスイオン J 嫌巧畐おめとさに水賴や 
な化ブイルターだセツトをれでいミずか 

キーを巧してランプを巧巧し >乐(1と巧化フィ 

ルター 巧直巧にた ット し-巧 R キーを巧ず. 

粉 J ラバが!^て巧し航、 

I r 银 || 

JM センヴー$にはが6园沒のを!•でず 

a なブラブをコンたジトからないて i お貨い上げの 

K 巧店まには「曰な■■岳めお巧なご巧 B 巧口一 

X 及 J のを□に巧を巧巧を■巧しご巧 BK だ立し L 

nsj ラ 

ン 7 だ論 Z* 

山 i 每 

6レ化、 

巧!固巧のな|«です 

祀辭ン7£^べな iLrmm 、 

巧*, 

•'り…*…… 

巧駡 モーター または ヒータ — の巧難でず 






















































保証と アフターサービス (おずお読みぐださい) 


■保証* (この商品は保認權巧さです） 

巧な■は,おず r お H い上げ曰•あ売お為 J などのお 
入をおおかめ的え、贩黃店から受け取ってしただき. 
巧留をよくおおみのあと大切に巧®してください。 
•保な 巧巧]はお面い上げの日か51年でず- 
♦ただし 巧化つィ J レターは消耗豆ですかも巧掘期烦 
巧でな有がとさせてし1ただをます ■ 


■修理を巧巧されるとをは [ MH ] 

f 巧»かな？と愚ったろ J の項目を巧べていただを、 
なお展巧の苗るとさは >祀巧巧中化し、お《い上げめ 
販売岛こ巧理をご依がください. 

着 巧な巧旧中は 

巧埋におしまし口んなな■をこなをくだをい。 
なお«の規定にがって，肢売店が巧理ごせでいた 
だをまず ■ 

雜な部 期巧が遇ぎでいるとをは 
巧巧ずれば度用でをる場をには、ご垢宙によ D 巧 
理さはていただを莱ず， 


■補お用性能部品のな有期 PS 

当なはこの孤湿おの補を巧性巧巧なを、巧逸な切を 
5年間巧ちしていまず， 

•巧 お巧が能部忌とは*その巧苗の獲巧を巧持ずる 
ためにお巧な巧なでず。 


■修理料金の仕組み 


が巧!^途=巧がお+进®巧でず， 


巧の巧 

な》しに g 忍を正巧に#巧するにめの巧をで 
も巧巧ちの人か 《. 按巧おち費、巧を機巧 
巧投 !!». 叫良蕾^養巧がさま n でいます* 

がな巧 

#3に巧用した巧 S はをでず • その植《穿に 
巧巧する巧巧がをさむ巧るをあ口まず， 


■ご不明な点や修理に閱ずるご相鼓は 

椿理に货ずるご巧賊おびにご不明な点は、お■い上 
ばの巧巧居または「曰な巧爾面のおぎ傍こ-相数窓 □ 
- R 表 J (呂3ベージ)の窓□にお巧いさわせくだごしん 


■ごお居されるときは 

ごお居によりお*い上げの巧巧房のアフターサービ 
スを受けられなくなる巧食は*前ちごて販宽店にご巧 
がくださし、 

ご巧居巧での曰なの巧電显取巧區をおかさはてい 
ただをまず • 
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曰立家電品のお客様ご相談窓口一覧表 

(ぶ思 g 巧》奋のなをに巧する公亞放争巧めによる巧示) 


日立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

' なお、お居されたり、苗時でいただいにをのの度理などで、ご不明な点は下配窓□にご捐获ください6 

修理などアフターサービスに 


商冠情報やお取日扱いに 

関ずるご相鼓は 


ついてのご相談は 

TEL 曰120—31さ1—6呂 


TEL 01 SO - 3121 —1 1 

FAX 0120-3121-87 


FAX 0120^121—34 


ご巧臟 nj 巧巧盛じついてのご*見やごお助よを巧应の お客様相談センタ ー-. 


mma 

のき#号 

巧を化 

化巧ぶ巧区 

0 1 1-8 3 3 — 50百8 

札ホ白ち E 束化《 2を4 — 1 — 10 

巧化化区 

022-2 32-508 8 

祉を巧宮巧野恩«巧1 一！*- 4 5 

曲東，甲ほな化区 

03-3 日 34-8 百8 8 

を東を«上巧2—7—日 <曰な寒巧上巧ビル） 

中が化区 

C S 2—7 9 S — 日08白 

をを羅巿ホ山泣巧を巧 S 9 (日立ぞ電巧ず山ビル） 

巧西地区 

078-43 卜5086 

神戸巧東祖较甲巧巧 1—3 — 3 

中国巧怪 

0 8 2 —Z 3 1-508 B 

広島巧西区なま巧巧1一 7 —J 7 

回国化区 

0 8 7 7 -4 7— 108 & 

あ出ホが巧巧4 2 0 5-1 4 3 

九が-ホ (1 化孩 

0 92-28 T -508 B , 

巧巧? mil 多区巧を巧 7—1 日 （ w ホ«ぶビル） 


•ご 巧 R だ□のを巧，巧な■じなることが*リ t すのでご下巧<だをい • -03 A - 



0巧式をな日立ホームテック #日立ホーム&ライフソリューション株式会社 

〒の卜84…東京都遵区廣新な 2-1 目-に巧話の 3)3 如 2-2 川 
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曰立加湿器巧証書 mm 

が盐 W1 間内に化巧な咕巧、本体ラベルをのをを巧き【こしたがって正化な化削がなで巧用しでい 
て泣巧したみなじは，本巧が巧巧巧にもとづきお巧い上げの巧が化がな巧巧埋いたします。 
おない上げのりから? f 抵の脚刚巧じを巧した巧なは、抽なと本がをお掉ちいただきおないおげ 
め般がが!こが巧をご化がください。なお、I话なをおない上げの化ぶお(時巧中化发） かホ-力— ■ 
へ这がした場合の送柯巧はおが株のな叫となI)ます々 


が 

知 

SVF-H55D 

法 •お だいとげ H 

おな期間 

ザ成 ザ 月 H 

ホが： 1年 

巧 

お 

が 

巧 

ご化ず r 

ごがあ 

T 

が 

货 

化 

ぶ 

咕 

it が 

巧あ 

'化が 


ぷ啡觸に■な入のなぃ化なはホかとなりますから化ずご祥搜くださぃ。 

1 , が化期则内でもぶのような巧なじはれ巧巧理となりまず。 

(イ）柳け上の器り、またはななやが当な化巧じよる放巧または拟化；， 

(口）わなぃ上げ後のがド、引ゥをし、输ぶ削::よるか阵または側も 

(ハ）お架、化が、水が，おが、その地ぶ狀化が、たがや*巧が化!じよる故巧または批化。 

(二い1て田，か舶じとう巧して巧 m ! された場なじ化じた族的または拟化。 

(ホ）友が巧 j じが w されで化じた故防またはがお。 

(へ)本がのご提示がなぃ媒た。 

け）本附こお罚ぃ上げが巧 n . おみがお、阪ぷおをのが人のなぃ视な。あるぃはをおをがき换 
えられたか。 

2, この商品じつぃで化が化理をごホ巧の巧合には、リ1おじ裝するお巧を!おしをけます。 

3，ごお居の巧なはが肺にお] nc ぃ- ii げのおぶおにご相被くださぃ。 

4. が将な等で本巧にお人しであるお员ぃとげの化ぶ巧に巧巧がご化がになれをぃなじは、化巧おのれ 
の23ベージの口立ぞ化なのおをがご相谈を口ぶぶをご較のうえ，お巧くのを口じごがぶくださぃ。 

5, 本巧は曲ながぃたしませんのでめ架しなぃようた切にががしてくださぃ。 

反.本稱は U 本閑巧におぃてめみな巧です。 Effective only in Japan, 

♦この おお巧は本がじ巧]おした奶間、を件のもとじおぃてを巧は用をおめおするもので十。した 
がってこのが化がじよっておおがのな化 i この楠がを帆化するものではありませんので、がが脚 
I !巧鞋巧後の化巧ずじつぃでごが W の巧なは、お 1' む、-1こげの化おおまたは化巧滿吼诚の恐ページ 
の a 化ぶ化姑のおが械ごががを U -おをの胜口にお I 旧ぃをわせくださぃ。 

•が 化 I リ]問巧 A 巧の巧巧、 M 巧パ1が舱が[||ものがか规 mi じついてがしくは、おか敢明巧をごなくだ 
さい。 

惶理ゾ亡 


0 曰なホーム&ライフソリューション株式をな 

干の日一か n 日巧巧が港区困新巧2-化-口巧原の 3)3502— 2り1 
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